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 静岡駅は市外・県内からの利用客も多い静岡県内の主要駅である。駅前広場が、新型コロナウイルス

感染拡大による生活様式の変化に伴い、今後どのような役割を担うべきかを見出すことが課題となって

いる。この課題に対応するための知見を得るために、１）〜３）を実施した。 

１）研究１：静岡駅前を利用する大学生やその関係者を中心に幅広い年齢層に対して静岡駅前に関する認識

調査を Google フォームにて行い、利用者にとって静岡駅前広場がどのように映っているのか、静岡駅前広場

にはどんな強みがあるのか、今後何があるとよりよいと思うのかなどについて KJ 法を援用して分析した。 

２）研究２：類似の規模、地理的条件の駅前の担当者に聞き取り調査を行った。 

３）研究３：上記２種の調査により集めた情報をまとめて、まとめた情報を基に駅前広場の役割や将来像に

ついて学生および静岡市役所都市局都市計画部市街地整備課職員で対話するオンラインワークショップを行

った。ワークショップでは静岡市働き盛りの社会人をペルソナ（架空の利用者）として想定して、ペルソナ

から見た理想の駅前色場をカスタマージャーニーの手法を用いて考察した。 

 

 

 

 

                 挙げられた静岡駅前広場（北口、南口）の良さや強み 

 

            ←使用した Google フォーム 

 

 

 

静岡駅前広場にある強みを言語化し発信する必要性が示唆された。一定のスペースが存在し、自然と密に

なりにくく様々な施設への行き来がしやすい静岡駅前広場は With コロナ時代に必要な駅前広場の要素の一

部を既に有していると考えられる。また、視覚・聴覚・嗅覚などを活用してリラックスできる情報（空間）

や実用的な情報（アルコール消毒の設置場所、お手洗いの場所）、駅施設位置やイベントの分かりやすい情報

が提示すること、および提示されていることを利用者に認識してもらうことの必要性が示唆された。 

 本事業で協働した静岡市役所都市局都市計画部市街地整備課からは、視覚や嗅覚、細かい心情に沿って

考える手法および提案が「ひと中心の空間づくり」につながる可能性があるとの評価をいただいた。 
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With コロナ時代に求められる駅前広場の将来像の提案 


